
 

予 約 必 要 

2021 年 10 月 27 日 スペースたんぽぽ 講座番号 704 新ちょぼゼミシリーズ「オルタナティブな日本を目指

して」（ちょぼちょぼ市民によるちょぼちょぼ市民のためのゼミナール）第 66 回 

電力システム改革と脱原発 
講師：吉田 明子（よしだ あきこ）さん 

国際環境ＮＧＯ FoE Japan 気候変動・エネルギー政策担当 

11 年 3 月の東日本大震災、東京電力福島第一原子力発電所事故以後、福島に関する活動やエネルギー

シフトに向けた活動に携わる。3・11 後にできたネットワーク「e シフト」事務局、15 年にスタートし

た「パワーシフト・キャンペーン」事務局なども担当。 

 

「2020年までをめどに 2015 年から６年間にわたって進められてきた電力システム改革、実際に何がどう

変わり、どのような影響があったのでしょうか？ 現実には、大手電力による支配体制はほぼ維持されて

いたり、趣旨に逆行して原発や石炭火力発電が温存される制度がつくられたりと、大きな改革が実現で

きたとはいい難い状況です。一方で、再生可能エネルギーの拡大など、現実の変化は起こっています」

（「どこまで進んだ？ 電力システム改革と電力自由化」FoE Japan ニュースレター2020 年秋号）。 

政府は新しいエネルギー基本計画を打ち出し、再生可能エネルギー比率を大きく向上させるとする一方

で、旧態依然にも原発にしがみつき、20％を超える電力供給シェアを維持する方針をとるなど、アンビ

バレントなエネルギー政策に逡巡しています。今回はこの分野にお詳しい吉田明子さんにおいでいただ

き、電力システム改革の現状と今後のあり方に着目しつつ、脱原発とエネルギー政策のあるべき道を論

じていただきます。皆様のご参加をお待ちいたします（なお、最初の 1 時間で主催者より事務連絡の

他、若干のプレゼンを予定しています）。 

 

10 月 27日(水)18 時～21 時（開場 17 時 30 分）  
会場：スペースたんぽぽ 参加費（資料代含む）：800 円（学生 400円） 

高橋セーフビルの 1 階 JR 水道橋駅西口から 5 分：水道橋西通りを神保町方面に向けて左折、グローバルスポ

ーツビル、セブンイレブン、鉄建建設本社ビルを過ぎて、次の交差点（酒屋さん）を右折、ケバブ店の隣 

東京都千代田区神田三崎町 3-1-1  tel 03-3238-9035 fax 03-3238-0797  

Email: nonukes@tanpoposya.net  URL: http://www.tanpoposya.com/       

    吉田明子さん 
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